
学
校
の
水
泳
競
技
部
で
は
、
一

人
で
の
練
習
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
実
証
事
業
で
は
他
校

の
仲
間
と
一
緒
に
活
動
で
き
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
め
た
の

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
指
導
者
に
教
わ
る
こ
と
で
意
欲

も
高
ま
り
、
新
し
い
気
付
き
も
増

え
ま
し
た
。

学
校
だ
け
で
は
難
し
い
部
分
も
、

地
域
の
方
が
関
わ
り
、
必
要
に
応

じ
て
経
験
の
あ
る
指
導
者
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
活
動
で

き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
外
部
の
知

見
に
触
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

令
和
5
年
・
6
年
に
行
わ
れ
た

実
証
事
業
に
参
加
し
て
み
て
、

ど
う
だ
っ
た
？

参
加
し
た
生
徒
　
近
本 

翔 

さ
ん

保
護
者
　
近
本 

慎
一 

さ
ん

地域で支える、新しいカタチ

学校の部活動、新時代へ
少子化が進み、市内の児童生徒数は年々減少しています。
その影響は、学校生活のさまざまな場面に及んでおり、部活動も例外ではありません。
これまで当たり前に続いてきた活動が、学校の規模や地域によっては難しくなっている現状があります。
一方で、部活動は子どもたちにとって、仲間と目標に向かって挑戦し、成長する大切な場です。
そうした思いを未来につなぐため、いま部活動の支え方そのものを見直す動きが始まっています。
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部
員
が
集
ま
ら
な
い

部
が
存
続
で
き
な
い
学
校
も

少
子
化
に
よ
り
学
校
の
規
模
が
縮
小
し
、
部

員
数
が
減
少
し
て
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

団
体
競
技
で
は
、
試
合
に
必
要
な
人
数
が
そ
ろ

わ
ず
、
実
施
で
き
る
種
目
が
限
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。
複
数
校
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム

な
ど
の
工
夫
に
よ
り
活
動
を
続
け
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
が
、
移
動
の
負
担
や
練
習
場
所
の
確
保
、

仲
間
づ
く
り
と
い
っ
た
課
題
が
残
る
こ
と
も
あ

り
、
学
校
だ
け
で
の
対
応
に
は
限
界
が
見
え
始

め
て
い
ま
す
。

「
地
域
で
活
動
を
支
え
る
」と
い
う

新
し
い
考
え
方

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
下
関
市
で
は
令
和
５

年
度
か
ら
、
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
証
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
下
関
市
部
活
動

地
域
移
行
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
有
識
者
や
関

係
団
体
等
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
証
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
と
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

連
携
し
て
活
動
を
支
え
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち

の
活
動
の
場
、
成
長
の
場
を
維
持
す
る
だ
け
で

な
く
、
選
択
の
幅
を
広
げ
、
地
域
に
よ
っ
て
格

差
が
生
ま
れ
な
い
新
し
い
活
動
の
あ
り
方
が
、
い

ま
少
し
ず
つ
形
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
活
動
で
き
る
場

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
学
校
も
地

域
ク
ラ
ブ
も
共
通
の
願
い
で
す
。

少
子
化
に
よ
り
学
校
単
独
で
の
活

動
が
難
し
く
な
る
中
、
地
域
の
大

人
が
関
わ
り
な
が
ら
、
多
様
な
人

と
関
わ
る
経
験
は
、
心
身
の
成
長

や
社
会
性
の
育
成
に
も
つ
な
が
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
ク
ラ
ブ
関
係
者
・
中
学
校
教
員

坂
下 

喜
一 

教
諭

児童生徒数の推移 学校規模別の部活動 種目数

部活動加入率

意識調査

【小学校】児童数

休日の地域クラブ活動に
参加したい？

地域クラブに参加させる
ことを検討しますか？

（人）

児童数ピーク
S56年 31,539人

生徒数ピーク
S61年 15,629人

R7年生徒数
5,488人

R7年児童数
10,451人

【中学校】生徒数
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生徒数200人以上
の学校／11校

生徒数200人未満
の学校／12校

※学校によって、部活動
種目は異なります。

約8割が
加入!!

活動人数平均

部活動種目数

生徒数平均

部活動加入率

活動人数平均

部活動種目数

生徒数平均

部活動加入率

部活動加入者数
４，２８０人

77.4%
加入率

中学校生徒数
５，５３０人

309人

11種目

402人

77%

74人

5種目

93人

80%

例：川中中学校 例：名陵中学校
●ソフトテニス
●バスケットボール
●バレーボール
●サッカー　●軟式野球
●陸上競技　●卓球
●剣道　　　●吹奏楽
●美術　　　●その他文化

●ソフトテニス
●吹奏楽
●美術
●軟式野球
●バドミントン

小学生 保護者

できれば参加したい
55.9%

検討する
89.3%

検討しない
10.7%

できれば
参加したくない

19.5%

参加
したくない
10.4%

参加したい
14.2%

※令和6年度実績。
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大
切
に
し
た
い
、
変
わ
ら
な
い
も
の

部
活
動
の
地
域
展
開
は
、
部
活
動
を
な
く
す
取
り
組
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
間
と
共
に
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
時
間
や
、
挑
戦
を
通
し
て
成
長
す
る
経
験
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
勝
ち
負
け

だ
け
で
な
く
、
協
力
す
る
こ
と
や
継
続
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
が
主
役
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
活
動
と
な
る
よ

う
、
ま
ず
は
、
休
日
の
学
校
で
の
部
活
動
は
、
令
和
8
年

度
末
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
9
年
度
以
降
は
、
地

域
へ
展
開
し
ま
す
。
地
域
展
開
に
向
け
て
、
複
数
の
学
校

の
連
携（
合
同
練
習
等
）や
各
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
、
文
化

芸
術
関
係
団
体（
既
存
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
各
種
目
の
協

会
・
連
盟
等
）と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
日
の
学
校
で
の
部
活
動
は
、
令
和
9
年
度
以

降
も
当
面
継
続
し
ま
す
。

　
令
和
9
年
度
以
降

は
、
放
課
後
の
時
間
に
、

生
徒
が
参
加
で
き
る
学

校
部
活
動
を
行
い
、
地

域
か
ら
外
部
指
導
者
を

招
く
な
ど
、
学
校
と
地

域
の
連
携
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
こ
が
変
わ
る
！
　
部
活
動
の
カ
タ
チ

一
言
で
い
う
と
、「
学
校
を
含
め
た
地
域
全
体
で“
地
域
ク
ラ
ブ
化
”を
推
進
す
る
」で
す
。

下
関
市
の
目
指
す
地
域
ク
ラ
ブ
と
は
、
誰
も
が
参
加
可
能
で
、
継
続
的
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
、
幅
広
い
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
地
域
全
体
が
受
け
皿
と

な
っ
て「
持
続
可
能
で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
の
環
境
を
確
保
」す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

下関市が目指す 新しい部活動のカタチ

しものせき
SD CLUB

【運営団体】
しものせきSD CLUB
事務局

しものせきスポーツ・
文化コミッション

下関市主催プログラム

部活動を取り巻く環境が変化する中、下関市では「子どもたちの活動の場をなくさない」「選
択肢を準備する」「地域格差をなくす」ことを念頭に、部活動の地域展開に取り組んでいます。
目指しているのは、これまで大切にされてきた部活動の価値を引き継ぎながら、学校を含
めた地域全体で、関係者が連携して、無理のない形で支えていくこと。
では、具体的に何が変わり、何がこれまで通りなのでしょうか。

参加希望者は、しもの
せきSD CLUB事務局
を通じて申請します。
会費の徴収や保険加入
の手続きは事務局が対
応します。

Ｓ = Sustainability（持続性）
Ｄ = Diversity（多様性）
それぞれの頭文字をとって、
親しみやすく、呼びやすいク
ラブ名としました。エスディー　     クラブ

地域クラブ
（地域の団体）
休日の活動

バスケ・吹奏楽・ダンス
などたくさんの種目

学校
平日の部活動

生徒

連携
（活動場所・指導者）

活
動

活
動

活
動

②
認
定

①
申
請

③
活
動
支
援

運営体制

教員が休日等、地域の一員として指導することも…

休 日

平 日

令和８年度末で廃止
令和９年度から地域展開

令和９年度以降も当面継続

教育委員会
学校部活動の今後の方針

S
C

H
O

O
L

 C
L

U
B

 L
IF

E

	 Shimonoseki City Public Relations 2026.05� 4

●「市報しものせき」令和8年5月号　念校
　4月 　　 日（ 　 ）　　　 時 　　 分まで　に
　以下のいずれかに◯をし、訂正箇所がある場合は記入をして、
　広報戦略課に直接提出、メール（PDF）またはFAXしてください。� 課 → 広報戦略課
　（  　訂正あり　〈訂正数：　　　箇所〉　・　　訂正なし　  ）� 詳細　広報戦略課（内線３０３４、TEL 231−2951　FAX 223−1300）
　※複数の方で確認するようにしてください。� 市報しものせき：shihou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

●「市報しものせき」令和8年5月号　念校
　4月 　　 日（ 　 ）　　　 時 　　 分まで　に
　以下のいずれかに◯をし、訂正箇所がある場合は記入をして、
　広報戦略課に直接提出、メール（PDF）またはFAXしてください。� 課 → 広報戦略課
　（  　訂正あり　〈訂正数：　　　箇所〉　・　　訂正なし　  ）� 詳細　広報戦略課（内線３０３４、TEL 231−2951　FAX 223−1300）
　※複数の方で確認するようにしてください。� 市報しものせき：shihou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp



1位

2位 3位

地域クラブ活動
生涯にわたってスポーツや文化芸術に親しむことがで
きる環境を、子どもたちにしっかりと整えるととも
に、地域住民にとってもより良い環境となるようにし
ます。地域のスポーツ・文化芸術活動や学校等の関係
者の理解のもとで、子どもたちの活動の場として「地
域クラブ活動」を行う環境を整備します。
地域クラブ活動は、学校部活動の教育的意義や役割を
引き継ぐ活動であることを踏まえ、一定の基準を定め
て、登録・認定を行うなど、適切な地域クラブとして
運営されるようにします。

ダンス 779人

吹奏楽 574人 バスケットボール 494人

バレーボール
バドミントン
サッカー
軟式野球
茶道
陸上競技
ソフトテニス

493人
450人
425人
418人
386人
359人
303人

平日と休日で掛け持ちも可能！

あなたに合うのは
どのスタイル？ 人気ランキング

やってみたい地域クラブ

S
C

H
O

O
L

 C
L

U
B

 L
IF

E

学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
は
、

単
な
る
学
校
制
度
の
変
更
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
意
識
改
革
を
求

め
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
学
校
の
先
生
が
担

っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術

活
動
を
地
域
全
体
で
支
え
る
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
積
極
的
に

貢
献
す
る
市
民
性（C

ivic V
irtue

）

が
不
可
欠
で
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、「
し
も
の
せ

き
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ブ
」は
そ
の
改
革
を
先

導
す
る
存
在
で
す
。

下関市学校部活動地域展開
に関する有識者会議
座長 代田 昭久さん

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

❶一つに専念したい派

❷ 「二刀流」 派

❸いろいろ挑戦派

平 日

平 日

平 日

休 日

休 日

休 日

学校の部活動で活動

音楽やダンス動画の影響もあり、
圧倒的な人気の

令和6年6月実施　下関市 小・中学生意識調査より

仲間と音楽をつくり
上げる楽しさが人気

昔から人気の高い
定番スポーツ

学校の部活動で運動系

学校の部活動で活動

地域クラブで同じ活動を続ける

地域クラブで文化系

地域クラブで別の活動
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吹奏楽は、学校行事やコンクールに
とどまらず、地域の文化祭や祭り、
イベントなど、さまざまな場所で音
楽を通じて人の心をつないできまし
た。だからこそ、学校の枠を超えて、
子どもたちが音楽を続けられる場所
が地域にあることは、とても大切
です。幅広い世代の人たちと一緒に
演奏することで、大きな刺激になり
成長します。子どもと地域の笑顔が
響き合う。温かな循環を育んでいき
たいと考えています。

ダンスの魅力をより多くの子どもた
ちに伝えたいという思いで、地域で
の活動を広げています。音楽に合わ
せて自分の感情を自由に表現できる
ことがダンスの魅力で、年齢や経験
に関係なく楽しめます。本格的な指
導のもとで多様なスタイルに触れな
がら、自分らしく輝ける場をつくっ
ていきたいと考えています。下関に
世界を！　下関から世界へ！　仲間
とともに新たな挑戦が生まれる環境
を育んでいきます。

将棋の楽しさを子どもたちに伝え、
長く続けてほしいという思いで活動
しています。
将棋は考える力や集中力を養い、人
生を通じて楽しめる日本の伝統文化
です。勝ち負けだけでなく、攻めや
守りを考えながら判断する経験は、
日常にも生きてきます。子ども同士
はもちろん、大人との交流も生まれ、
世代を超えたつながりも魅力です。
一生の友だちのように、将棋に親し
んでほしいと願っています。

支える人がいて、そして続いていく。
部活動の地域展開は、地域で活動を支える「人」の存在があってこそ成り立ちます。子どもたちの挑戦を見守り、寄り添い、
ともに成長する。ここでは、実際に地域クラブの活動をする予定の方の声から、地域展開のこれからを見ていきます。

放課後や休日を、もっと楽しく！地域で支える「子どもたちの応援団」
学校の枠を超えて、地域の中に広がる新しい放課後や休日の居場所。地域クラブでは、さまざまなスポーツや文化活
動を通して、子どもたちが地域の大人と出会い、楽しく活動していくことを目指します。
いろいろな種目がある中で、いくつかを紹介します。

吹奏楽
ISHIN吹奏楽団

内田 あつ子さん

ダンス
ダンススタジオ ベンチマーク

SHIORIさん

将 棋
下関子ども将棋教室

粟田 勲さん
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俳句に親しむ人が減っている今、子
どもたちにその魅力を伝えたいとい
う思いで活動しています。
五・七・五の中に、自分の感じたこ
とや風景を表現する俳句は、日本語
の奥深さや感性を育ててくれます。
吟行などを通して自然に触れながら
言葉を紡ぐ時間も大切にしていま
す。田上菊舎をはじめ俳句ゆかりの
地である下関で、地域の歴史や文化
に触れながら、俳句の楽しさを広げ
ていきたいと考えています。

野球が好きな子どもたちに、思い切
りプレーできる環境を残したい。
そんな思いから活動しています。こ
れまで部活動が育んできた仲間との
絆や成長の機会を大切にしながら、
地域の中で挑戦できる場をつくって
いきます。指導者には教員や保護者
も関わり、資格を持つ指導者の下で
安心して活動できる体制を整えてい
ます。地域行事への参加など、子ど
もたちを地域で育て、愛され応援さ
れるチームを目指しています。

セーリングの魅力を子どもたちに伝
えたいと思っています。
風や波など自然を相手にするスポー
ツで、同じ状況は一つとしてなく、
自ら考え工夫する力が育まれます。
広い海の上で風を受けて進むスピー
ド感や達成感は、日常では味わえな
い体験です。安全管理を徹底しなが
ら、判断力や危険回避能力も身につ
けていきます。海と友達になるよう
な体験を通して、健やかな成長を支
えていきたいと考えています。

さまざまな種目の地域クラブが立ち上がれば、バラエティーに富んだ活動ができます。

「中学生の活動を支えたい」そんなあなたの思いが詰まった地域クラブが中学生の成長を後押しします。地域で一緒に
活動しませんか？　※詳しくは、市ホームページか、QRコードからご確認ください。
問スポーツ振興課（☎231-2739）　文化振興課（☎231-4691）　教育研修課（☎231-2310）

部活動の地域展開「しものせき SD CLUB」に
ついて、市民の皆さんを対象とした説明会を
開催しています。「部活動はどう変わるの？」

「会費はどうなるの？」「どんな人が指導する
の？」など、疑問や不安にお答えします。地域
で子どもたちの挑戦を支える新しい制度を知
り、一緒に取り組んでみませんか。
詳しい日程などは、市ホーム
ページまたはQRコードからご
確認いただけます。

従来からある学校部活動の種目に限定せず、幅広く多様な環境を
子どもたちに提供したいと考えています。競技やコンクール以外
の趣味・趣向の活動も注目されています。
※認定を受けた地域クラブは、活動経費、学校施設の優先利用、
一部事務などの支援が受けられます。

俳句・短歌
菊舎顕彰会

古川 裕三さん

軟式野球
彦島ベースボールクラブ

山本 健太さん

セーリング
下関セーリング連盟
驛場 智樹さん

交流 出会い 継続
学校や学年を

超えた
つながり

地域の大人との
出会い

「好き」を見つけ、
続けられる

環境
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下関市の部活動地域展開に関する
説明会を開催しています

地域クラブの団体登録を受け付けます！
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